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①

②

①

②

①東海地震

②神奈川県西部地震

二宮町

　
大
き
な
被
害
を
出
し
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
や
新
潟
県
・
中
越
地

震
の
惨
状
は
ま
だ
記
憶
に
新
し
い

こ
と
で
す
。

　
同
等
の
威
力
を
持
つ
と
言
わ
れ
、

私
た
ち
の
町
に
も
大
き
な
被
害
が

で
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
神
奈
川

県
西
部
地
震
や
東
海
地
震
は
、
す

ぐ
そ
こ
ま
で
迫
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ざ
地
震
が
起
き
た
と
き
、
正

し
い
知
識
と
事
前
の
準
備
、
そ
し

て
地
域
と
の
助
け
合
い
が
あ
な
た

と
家
族
の
身
を
守
り
ま
す
。

　
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
ク
ラ
ス
の

地
震
で
、
当
町
で
は
震
度
５
弱
〜

６
弱
の
揺
れ
と
大
き
な
被
害
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
地
震
の
周
期
は
70

年
か
ら
80
年
と
さ
れ
て
お
り
、
前

回
発
生
し
た
１
９
２
３
年
の
関
東

大
震
災
か
ら
次
回
の
発
生
時
期
を

計
算
す
る
と
、
相
当
切
迫
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
ク
ラ
ス
の

地
震
で
、
当
町
で
は
震
度
５
弱
〜

６
弱
の
揺
れ
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
周
期
は
１
０
０
〜
１
５
０
年
と

さ
れ
、
１
８
５
４
年
の
安
政
東
海

地
震
か
ら
計
算
す
る
と
、
い
つ
起

き
て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
地
震
発
生
か
ら
３
分
、
３
時
間
、

３
日
間
を
い
か
に
行
動
す
る
か
が
、

被
害
の
大
小
を
左
右
し
ま
す
。

　

　
　
　

　
地
震
発
生
か
ら
３
分

間
は
地
震
の
揺
れ
や
家
具
の
転
倒

か
ら
自
分
と
家
族
の
安
全
確
保
に

全
力
を
注
ぎ
ま
し
ょ
う
。
阪
神
・
淡

路
大
震
災
で
は
家
具
の
転
倒
や
熱

湯
に
よ
る
怪
我
が
多
く
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
事
前
に
転
倒
防
止
策

を
施
す
と
と
も
に
、地
震
の
時
は
無

理
に
火
を
消
そ
う
と
せ
ず
、自
身
の

安
全
を
第
一
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

　
　
　
　

　
地
震
が
一
段
落
し

て
家
族
の
安
否
が
確
認
で
き
た
ら
、

隣
近
所
や
地
域
で
の
助
け
合
い
を

し
ま
し
ょ
う
。
一
昨
年
、
新
潟
県
・

中
越
地
震
の
際
、長
岡
市
で
は
地
域

の
人
が
助
け
合
い
、救
援
活
動
を
し

た
た
め
、被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め

る
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

　

　
　
　
　

　
公
的
援
助
が
届
く

ま
で
に
３
日
間
か
か
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
事
前
に
最
低
３
日
間
耐

え
ら
れ
る
だ
け
の
食
糧
や
水
は
各

家
庭
で
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
地
域
推
進
課
防
災
安
全
係

想定地震の震源域想定地震の震源域想定地震の震源域

　
神
奈
川
県
西
部
地
震
の
よ
う

な
大
地
震
が
起
き
た
と
き
、
家

族
だ
け
で
乗
り
越
え
る
の
は
不

可
能
で
す
。

　
行
政
や
防
災
関
係
機
関
も
道

路
の
寸
断
や
、
広
域
な
対
応
に

追
わ
れ
、
対
処
す
る
こ
と
が
困

難
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
よ
う
な
と
き
こ
そ
、隣
近

所
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
で
助

け
合
い
、連
携
し
な
が
ら
乗
り
越

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
防
災
訓
練
に
参
加
し

て
地
域
で
万
全
な
準
備
体
制
を
！

　
10
月
14
日
午
前
８
時
、
小
田

原
市
周
辺
を
震
源
域
と
す
る
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
級
の
「
神
奈

川
県
西
部
地
震
」
が
発
生
し
、

当
町
は
震
度
６
弱
の
地
震
に
襲

わ
れ
た
。

　
家
屋
の
倒
壊
や
電
気
、
水
道
、

ガ
ス
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に

被
害
が
あ
り
、
各
所
で
火
災
が

発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
・
救
助
救
出
訓
練

　
・
応
急
手
当
等
訓
練

　
・
仮
設
ト
イ
レ
設
置
訓
練

・
物
資
輸
送
訓
練
と
防
災
資

機
材
展
示
・
給
食
訓
練

　
・
消
火
訓
練
・
放
水
訓
練

・
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
１
７

１
模
擬
訓
練

　
雨
天
時
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

中
止
の
場
合
は
、
当
日
午
前
７

時
過
ぎ
に
町
防
災
行
政
用
無
線

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
地
域
推
進
課
防
災
安
全
係

二
宮
町
総
合
防
災
訓
練
　
　
　
　
　
　

実
施

名　　称

山西小学校

名　　称

県立二宮高校

二宮小学校

二宮中学校

町立体育館

避　難　区　域

百合が丘1・2・3、釜野、川匂

避　難　区　域

一色、緑が丘、中里

富士見が丘1・2・3、松根、元町北、元町南

上町、中町、下町

梅沢、越地、茶屋

総合防災訓練実施会場
災害対策本部（中央会場）

避難拠点基地



　
地
震
や
大
雨
な
ど
の
災
害
発
生

時
に
は
、
特
定
の
地
域
へ
の
電
話

連
絡
の
殺
到
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
被
災

地
へ
の
通
話
が
か
か
り
に
く
い
状

態
〔
ふ
く
そ
う
状
態
〕
に
な
っ
た

と
き
、
被
災
地
内
の
家
族
、
親
戚
、

知
人
な
ど
と
安
否
の
確
認
や
緊
急

連
絡
を
取
れ
る

よ
う
に
す
る
も

の
で
す
。

・
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
録
音
、
再
生
で
き
る

・
１
メ
ッ
セ
ー
ジ
あ
た
り
30
秒

ま
で
録
音
可

・
公
衆
電
話
は
も
ち
ろ
ん
、
ダ

イ
ヤ
ル
回
線
で
も
利
用
可

・
携
帯
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
も

利
用
可

・
利
用
料
金
は
被
災
地
ま
で
の

通
話
料
金

　
　
「
被
災
地
の
方
の
電
話
番
号
」

に
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
番

号
を
利
用
で
き
ま
す
か
？

　
　
携
帯
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
電
話
番
号

は
被
災
地
エ
リ
ア
を
特
定
で

き
な
い
た
め
、
被
災
者
番
号

と
し
て
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
一
度
録
音
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
消
去
で
き
ま
す
か
？

　
　
48
時
間
で
自
動
消
去
さ
れ
る

ま
で
は
個
別
に
消
去
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
一
つ
の
伝
言
を
何
人
ま
で
同

時
に
聞
け
ま
す
か
？

　
　
利
用
が
混
み
合
っ
て
い
る
場

合
を
除
き
、
10
人
程
度
が
同

時
に
再
生
で
き
ま
す
。

　
災
害
時
の
一
時
避
難
場
所
の

一
つ
と
し
て
、
百
合
が
丘
に
防

災
広
場
が
完
成
し
ま
す
。

普段はゲートボールもできます

災害用伝言ダイヤル171の利用手順

①サービス特番をダイヤル

②録音・再生を選択

③被災者電話番号入力

　　（市街局番から）○○○○－××－△△△△

④伝言の録音と再生

完　　　　了

録音

録音

確認

訂正 決定 終了

次の伝言

追加録音

繰り返し

再生

再生

1 7

1

1 ♯

9 ♯

3 ♯

9 ♯ 8 ♯

3 ♯

1 ♯

2

1



■ 町民活動スタート支援

■ 町民活動ステップアップ支援

協働まちづくり補助金協働まちづくり補助金 交付団体決定！交付団体決定！協働まちづくり補助金協働まちづくり補助金 交付団体決定！交付団体決定！協働まちづくり補助金 交付団体決定！

団　体　名 補助金額事　　業　　名 団体活動の目的・内容

二宮町まちづくり
ボランティア連合会

戦時下の二宮を
記録する会

車椅子レクダンス
普及会
二宮支部

環境づくりフォーラム

91,800円

100,000円

100,000円

60,000円

10,000円

まちづくりボランティア
いきいき活動広報事業

Ａ．発足一周年記念
　　講演会

Ｂ．調査・記録年報の
　　刊行

車椅子レクリエーション
ダンスの普及ボランティ
ア事業

環境情報誌づくりと
環境フォーラムの開催

ボランティアの実践活動を広く町民各位に紹介する
ことにより、その存在と意義を知ってもらい活動参
加のきっかけをつくる。また、未加入団体の協働活
動参加の機会とする。

団　体　名 補助金額事　　業　　名 団体活動の目的・内容

有機の会 11,000円

113,000円

209,000円

家庭用生ゴミ処理機の
有効利用

貴重な補助金を受けて購入する家庭用生ゴミ処理機
購入前の機種選択の知識および購入後の上手な使い
方の普及のため、各処理機の上手な使い方冊子のリ
ニューアル

ＣＡＮ 37,500円
町づくりボランティア
国際交流事業

町内在住の外国人が共に充実した安全な生活を送る
ことができるよう、生活サポート中心に、より良い
共生を目指す。日本語教室や情報提供等、行動を共
にする生活サポートや日本文化紹介活動をする。

Ａ．大磯・二宮に駐留し陣地構築に当たった旧軍の
　将校３名と研究者２名を講師にお招きして陣地構
　築の実際を聞く。
Ｂ．一年間に調査した記録を年報として刊行し後世
　に伝える。

施設訪問や地域社会福祉活動への協力・参加や後継
者の養成をする。そして、そのために必要な備品機
材を購入する。

環境活動グループの一覧紹介などを目的とする情報
誌づくりと、住みよい環境づくりを促進するための
講演と検討会

大磯地区更生保護
女性会
二宮支部

女性の立場から青少年の
健全育成更生保護事業の
援助

青少年の健全な育成と、不良化防止を目的とする研
究啓発等、更生保護事業に対する協力

まちづくり
「湘南二宮会」

①講演会の開催
②情報誌「声」の発行

有名人の体験を話す講演会を開催し、情報誌「声」
を発行する。

　川をきれいに
する会

　川自然再生事業 川中、川堤清掃、美化、水質改善



団　体　名 補助金額事　　業　　名 団体活動の目的・内容

元気なにのみや

向上委員会 140,000円
第３回

　吾妻山　菜の花まつり

○吾妻山等の自然を活用したイベントを実施し、自

　然を身近に体験してもらう。

○来訪者が憩いと安らぎを得られる空間を提供する。

○吾妻山を中心に、駅前、南口、北口を回遊する人

　の流れを作り出す。

○二宮ブランドを創出する足がかりをつくる。

地域の環境を

良くする会
257,000円

　川、梅沢川の水質浄化

事業

ＥＭ二次活性液を　川、梅沢川に投入して、水質浄

化を進める。

１．ＥＭ活性液の培養（製造）

２．ＥＭ活性液の川への投入（水質浄化）

３．ＥＭ活性液の販売（会運営資金確保）

湘南にのみや

ＩＴクラブ
44,000円

小学校パソコン講習授業

支援

総合学習授業の一つとしてパソコン講習授業の実施

を支援し、道具としてのパソコンの使い方を教え、

授業等での利用に資する。

学校側と協議の上で授業内容の組立て、テキストの

作成、教師との合同研修、講師・アシスタントの派

遣、授業の実施を支援

湘南二宮・

ふるさと炭焼き会
401,000円

1,615,800円合　　　　　　　　　　計

竹酢の蒸留装置および屋

根の新設工事

希望の多い竹酢液、その蒸留装置の増設と雨天でも

作業のできる屋根の新設

ＷＥ  21　

ジャパンにのみや
41,500円

「モンゴルで役に立つあ

なたの不用品」キャンペ

ーン

不用品のリユース・モンゴル貧困児童支援

提供された不用品をモンゴルに送る・講座の開催

～ 事業所の皆さまへ ～

10月1日に事業所・企業統計調査を

全国一斉に実施します。

総務省統計局・神奈川県

日本全国すべての事業所が対象です。　

９月下旬から、調査員がみなさんの事業所を

お訪ねします。どうぞご協力ください。



①
地
域
の
子
育
て
支
援

子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
、
保
育

サ
ー
ビ
ス
等
の
充
実
な
ど

②
母
性
と
乳
幼
児
等
の
健
康
確
保

母
子
保
健
の
充
実
、
食
育
の
推

進
、
小
児
医
療
の
充
実
な
ど

③
教
育
環
境
の
整
備

次
代
の
親
の
育
成
、
学
校
等
の

教
育
環
境
の
整
備
な
ど

④
生
活
環
境
の
整
備

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
、

子
ど
も
等
の
安
全
確
保
な
ど

⑤
職
業
・
家
庭
生
活
の
両
立
支
援

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
の
推
進

⑥
要
保
護
児
童
へ
の
対
応

児
童
虐
待
防
止
対
策
、
障
害
児

施
策
の
充
実

　
行
動
計
画
で
は
、
お
お
む
ね
18

歳
未
満
の
す
べ
て
の
子
育
て
家
庭

を
対
象
に
、
平
成
17
年
度
か
ら
21

年
度
の
５
年
間
に
、
町
が
進
め
て

い
く
支
援
施
策
の
方
向
性
や
目
標

を
総
合
的
に
定
め
て
い
ま
す
。

　
行
動
計
画
で
は
上
記
の
基
本
目

標
に
基
づ
き
、
総
計
１
１
５
項
目

の
取
り
組
み
を
定
め
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
実
施
済
み
・
一
部
実
施

を
合
わ
せ
る
と
98
項
目
（
85
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
拠
点
の
整
備

　
子
育
て
家
庭
支
援
の
拠
点
と
な

る
施
設
と
し
て
、
国
立
小
児
病
院

跡
地
に
「
（
仮
称
）
子
ど
も
の
館
」

の
整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
平

成
17
年
度
は
全
体
基
本
構
想
を
策

定
し
、
本
年
７
月
に
公
表
、
意
見

を
募
集
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ

い
た
意
見
を
も
と
に
、
町
民
に
親

し
ま
れ
る
、
子
育
て
の
拠
点
と
な

る
施
設
を
目
指
し
、
計
画
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
学
童

保
育
所
の
充
実

　
小
学
校
区
ご
と
に
設
置
さ
れ
て

い
る
学
童
保
育
所
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
る
た
め
、
今
年
度
に
二
宮
学

童
保
育
所
が
二
宮
小
学
校
内
に
移

転
す
る
ほ
か
、
受
入
人
員
・
機
能

性
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
一
色
・

山
西
両
学
童
保
育
所
も
増
築
・
改

修
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
手
に
よ
る
子
育
て
活
動

の
支
援

　
学
童
保
育
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
保

育
（
子
育
て
サ
ー
ク
ル
）
の
よ
う

に
地
域
や
保
護
者
の
方
が
主
体
と

な
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
子
育
て

活
動
を
支
援
し
、
地
域
性
や
年
齢

に
応
じ
た
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
を
促

進
し
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
は
子
育
て
サ
ロ
ン

で
、
子
育
て
親
子
講
座
を
月
１
回

開
催
し
、
乳
幼
児
を
も
つ
親
の
学

習
の
場
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、

親
同
士
の
情
報
交
換
や
交
流
の
機

会
と
し
て
い
ま
す
。

★
行
動
計
画
の
詳
し
い
進
捗
状
況

お
よ
び
（
仮
称
）
子
ど
も
の
館

全
体
基
本
構
想
に
つ
い
て
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

二
宮
学
童
保
育
所

新
た
に
二
宮
小
学
校
内
に
施

設
を
整
備
し
、
８
月
末
に
八

向
遊
園
地
か
ら
移
転
。

山
西
学
童
保
育
所

５
月
に
古
く
傷
ん
で
さ
さ
く

れ
だ
っ
た
床
の
張
り
替
え
工

事
を
実
施
。

一
色
学
童
保
育
所

既
存
施
設
の
東
側
に
隣
接
す

る
か
た
ち
で
増
築
中
。

　
町
に
は
小
学
校
区
ご
と
に
３

つ
の
学
童
保
育
所
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
歴
史
は
古
く
、
学
童
保
育
が

ま
だ
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
昭

和
50
年
代
か
ら
保
護
者
会
の
自

主
運
営
で
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
近
年
、
共
働
き
家
庭
の
増
加

に
伴
い
、
入
所
希
望
者
が
増
え

続
け
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
方

の
ご
要
望
に
お
応
え
し
て
、
学

童
保
育
所
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

学
童
保
育
所
の
充
実

二宮小学校内に整備した学童保育所

床の張り替えをした山西学童保育所

平成17年度　行動計画進捗状況

実施済み

89事業（77％）

一部実施

9事業（8％）

検討中

9事業（8％）

未実施

8事業（7％）



第13回

一　色

一　色

百合が丘１－１

百合が丘１－２

百合が丘２－２

百合が丘３－１

百合が丘３－２

中里東

中里南

中里西

北新道東

北新道西

妙　見

谷　戸

原　田

南新道

富士見が丘１

三上ヒサ子

橘川　純子

関野　公子

新妻ミヨ子

鈴木　郁子

山田千鶴子

菊池　妙子

脇　　春江

高橋アヤ子

相原須美子

宮坂とき子

相原　カネ

種田キヨ子

田中　貞子

森　　照子

高山　　照

鎌田　和子

　
一
般
家
庭
か
ら
出
た
廃
食
油
の

回
収
は
次
の
と
お
り
行
っ
て
い
ま

す
。
町
の
環
境
浄
化
、
ご
み
の
資

源
化
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

「
二
宮
町
廃
食
油
回
収
・
再
利
用

推
進
委
員
会
」
の
各
委
員
（
別
表
）

の
自
宅
に
回
収
用
の
ポ
リ
容
器
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
廃
食
油
の
引

取
り
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
委
員

の
方
に
連
絡
を
行
い
、
各
自
廃
食

油
を
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
委

員
さ
ん
は
回
収
用
の
ポ
リ
容
器
が

満
杯
に
な
っ
た
ら
町
へ
引
き
取
り

の
連
絡
を
し
、
町
が
回
収
し
ま
す
。

　
回
収
し
た
廃
食
油
（
年
間
約
６

０
０
　
）
は
約
１
／
３
を
石
け
ん

に
し
、
残
り
は
専
門
業
者
に
引
き

取
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
８

月
２
日
（
水
）
か
ら
10
日
（
木
）

ま
で
の
間
、
廃
食
油
を
原
料
と
し

た
石
け
ん
づ
く
り
を
上
記
の
「
委

員
会
」
が
中
心
と
な
り
、
４
箇
所

で
開
催
し
ま
し
た
。

　
石
け
ん
の
作
り
方
は
、
ま
ず
一

斗
缶
に
水
と
苛
性
ソ
ー
ダ
を
混
ぜ

ま
す
。
直
ち
に
、
化
学
反
応
が
起

き
る
の
で
、
均
一
に
な
る
よ
う
長

い
棒
で
か
き
混
ぜ
、
約
80
℃
に
な

っ
た
ら
廃
食
油
を
投
入
し
ま
す
。

そ
の
後
、
20
分
ぐ
ら
い
か
き
混
ぜ
、

液
体
に
と
ろ
み
が
出
た
ら
、
牛
乳

パ
ッ
ク
に
流
し
込
み
ま
す
。
翌
日
、

液
体
が
固
ま
っ
た
ら
、
牛
乳
パ
ッ

ク
を
は
が
し
て
、
包
丁
で
使
い
や

す
い
大
き
さ
に
切
り
ま
す
。
２
〜

３
週
間
天
日
に
干
し
て
、
充
分
乾

燥
さ
せ
表
面
が
白
く
な
っ
た
ら
出

来
上
が
り
で
す
。

　
今
回
は
、
１
７
７
　
の
廃
食
油

が
、
牛
乳
パ
ッ
ク
（
１
　
入
り
）

２
３
６
本
分
の
石
け
ん
へ
と
再
生

し
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
石
け

ん
は
、
油
汚
れ
に
対
し
て
抜
群
の

効
果
が
あ
り
、
当
日
参
加
さ
れ
た

方
に
無
料
で
配
布
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
後
も
こ
の
運
動
を
引

き
続
き
広
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
の
連
絡
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

環境にやさしい町を目指して！

― 廃食油の回収・再利用の取組み ―

― エクレール二宮エクレール二宮 ―― エクレール二宮エクレール二宮 ―― エクレール二宮 ―

大型生ごみ処理機を設置します

廃食油回収・再利用推進委員（敬称略）

地 区 名 委 員 名

富士見が丘２

富士見が丘３

上町１

上町３

中　町

下町１

下町２

下町３

下町４

梅沢東

梅沢中

梅沢西

越　地

茶　屋

釜　野

通川匂

入川匂

坂下まさみ

着　　郁江

相原壽美恵

石川　初江

須藤　貞子

原　　悦子

若林　幸枝

奥川　俊子

原　　靜子

小島　光江

松本　廣子

松本　幸江

脇　　清子

久保寺鈴子

小崎サヨ子

内海　愛子

加藤美知子

地 区 名 委 員 名

※各委員の連絡先は、環境課に問合せ下さい

石けんづくりの様子



住
宅
改
修
、
福
祉
用
具
貸
与
・
購
入
が

一
部
変
わ
り
ま
し
た
。

　
介
護
保
険
の
利
用
者
が
在
宅
に

お
い
て
、
安
全
で
快
適
な
生
活
が

送
れ
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

住
宅
改
修
、
福
祉
用
具
の
貸
与
・

購
入
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
４
月
か
ら

の
制
度
改
正
に
伴
い
、
一
部
変
更

に
な
っ
た
点
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
在
宅
で
の
生
活
環
境
を
整
え
る

た
め
の
小
規
模
な
住
宅
の
改
修
に

対
し
て
、
要
介
護
度
区
分
に
関
係

な
く
上
限
18
万
円
ま
で
支
給
さ
れ

ま
す
。
改
修
を
行
う
際
に
は
、
必

ず
町
に
事
前
申
請
を
し
て
、
町
の

確
認
結
果
を
受
け
て
か
ら
工
事
を

始
め
て
く
だ
さ
い
。

①
手
す
り
の
取
り
付
け

②
段
差
の
解
消

③
滑
り
の
防
止
、
移
動
の
円
滑
化

等
の
た
め
の
床
・
通
路
面
の
材

料
の
変
更

④
引
き
戸
等
へ
の
扉
の
取
り
替
え

⑤
洋
式
便
器
等
へ
の
取
り
替
え

⑥
そ
の
他
こ
れ
ら
の
各
工
事
に
付

帯
し
て
必
要
な
工
事

　
福
祉
用
具
貸
与
の
サ
ー
ビ
ス
は
、

元
々
「
便
利
だ
か
ら
」
利
用
す
る

と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
身
体
の

状
態
に
応
じ
て
必
要
と
判
断
さ
れ

た
方
が
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
　
４
月
か
ら
の
制
度
改
正
に
よ
り
、

今
現
在
の
要
介
護
区
分
が
要
支
援

１
・
２
ま
た
は
要
介
護
１
（
経
過

的
要
介
護
を
含
む
）
で
、
４
月
以

前
よ
り
下
記
の
福
祉
用
具
を
利
用

さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
経

過
措
置
と
し
て
９
月
末
ま
で
は
保

険
給
付
で
の
利
用
が
で
き
ま
す
が
、

10
月
か
ら
は
原
則
保
険
給
付
の
対

象
と
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
車
い
す
お
よ
び
そ
の
付
属
品
　

②
特
殊
寝
台
お
よ
び
そ
の
付
属
品

③
床
ず
れ
防
止
用
具

④
体
位
変
換
器

⑤
認
知
症
老
人
徘
徊
感
知
機
器

⑥
移
動
用
リ
フ
ト

　
４
月
よ
り
介
護
保
険
で
ポ
ー
タ

ブ
ル
ト
イ
レ
や
入
浴
用
の
イ
ス
等

を
購
入
さ
れ
る
場
合
に
は
、
県
の

指
定
を
受
け
た
事
業
者
か
ら
購
入

し
な
い
と
介
護
保
険
の
補
助
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
指
定
を
受
け
て
い
る
事

業
者
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
場
合

に
は
、
購
入
す
る
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
高
齢
介
護
課
介
護
保
険
係



こんにちは 健康課です　第50回

対　象

エネルギー

主　食 ４つ～５つ ５つ～７つ ７つ～８つ

３つ～４つ ３つ～５つ ４つ～６つ

６つ～７つ５つ～６つ

２つ

２つ

２つ～３つ

２つ～３つ

副　菜

主　菜

牛乳・乳製品

果　実

６～９歳の子ども
身体活動量の低い
女性と70歳以上の方

ほとんどの女性
身体活動量の低い

男性

12歳以上の
ほとんどの男性

1800±200Kcal 2200±200Kcal 2600±200Kcal

料　　理　　例

１つ＝ごはん小盛り、食パン１枚
２つ＝うどん，スパゲティー

１つ＝野菜サラダ、きのこソテー
２つ＝野菜の煮物、野菜炒め

１つ＝目玉焼き、納豆、冷奴
３つ＝ハンバーグ、鳥の唐揚げ

１つ＝牛乳コップ半分、チーズ１かけ

１つ＝みかん１こ、りんご半分

＜対象特性別、料理区分における一日の摂取目安＞　　単位：○つ（SV）





～活かします　あなたの納める貴重な税～

公共下水道公共下水道で快適快適な環境環境を！公共下水道公共下水道で快適快適な環境環境を！公共下水道で快適な環境を！



古紙・布類

資源ごみの収集量と売却代金

ビン・ガラス類

金属・空カン類

樹 脂 類

162,870㎏

７月分 前月比

11,040㎏

22,400㎏

11,505㎏

917,554円

6,490円

193,514円

5,170円

－17,290㎏

－200㎏

－214㎏

1,115㎏

－98,252円

1,122,728円 －100,904円

－230円

－2,926円

504円

金額総計
（売却代金は町の会計に入る）

町の人口（8月1日現在）
総　数

男

女

世帯数

30,020人

14,568人

15,452人

11,066世帯

（－ 23）

（－10）

（－13）

（＋17）

（　）内は前月比。
平成17年国勢調査結果速報を基礎数値にしています。



　
茶
屋
地
区
は
旧
東
海
道
の
お
も

か
げ
を
残
し
、
江
戸
か
ら
18
番
目

の
一
里
塚
跡
が
あ
り
ま
す
。
江
戸

時
代
は
、
大
磯
宿
と
小
田
原
宿
の

中
間
に
あ
る
間
の
宿
と
し
て
栄
え
、

茶
店
や
商
い
店
が
立
ち
並
び
、
旅

人
た
ち
の
休
息
所
で
し
た
。
「
茶

屋
」
の
地
名
は
、
そ
の
当
時
の
名

残
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
茶
屋
の
薬
師
堂
に
あ
る
木
造
薬

師
如
来
坐
像
は
江
戸
時
代
に
作
ら

れ
、
明
治
時
代
初
期
の
神
仏
分
離

以
前
は
川
勾
神
社
の
管
理
で
し
た
。

高
さ
は
台
座
を
含
め
３
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
あ
り
、
威
厳
の
あ
る
姿
で
す
。

昭
和
49
年
に
は
町
の
有
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
薬
師
堂
内
に
は
、
12
年
に
１
度

の
寅
薬
師
に
奉
納
さ
れ
る
色
と
り

ど
り
の
折
鶴
や
吊
る
し
雛
が
美
し

く
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
薬
師
は
薬
の
仏
様
と
し
て
ご
利

益
が
あ
り
、
病
気
の
平
癒
を
願
う

人
た
ち
は
「
良
い
薬
を
授
け
て
下

さ
い
」
と
熱
心
に
お
参
り
に
来
ま

す
。
言
い
伝
え
に
よ
る
と
、
昔
は

薬
師
像
の
指
先
を
少
し
ず
つ
削
り

落
と
し
て
持
ち
帰
り
、
煎
じ
て
飲

む
人
が
い
た
そ
う
で
す
。
よ
く
見

る
と
人
差
し
指
と
中
指
の
先
は
減

り
が
激
し
い
た
め
、
後
世
に
補
修

さ
れ
て
現
在
に
至
り
ま
す
。

　
薬
を
塗
る
と
き
に
指
先
を
使
う

よ
う
に
、
薬
師
さ
ん
も
薬
を
付
け

る
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
指
先
に
残
っ
た
薬
を
人
々
は
欲

し
が
っ
た
よ
う
で
す
。
信
じ

る
姿
は
今
も
昔
も
変
わ
り
ま

せ
ん
。

　
毎
月
１
日
と
12
日
に
は
茶

屋
の
お
年
寄
り
が
薬
師
堂
に

集
ま
っ
て
、
念
仏
を
唱
え
て

い
ま
す
。
信
心
深
い
人
が
仲

間
に
入
り
（
現
在
は
10
人
）
、
線

香
と
お
花
、
お
菓
子
と
お
賽
銭
（
１

人
１
０
０
円
〜
２
０
０
円
）
を
供

え
ま
す
。
唱
え
る
お
念
仏
に
は
節

が
つ
き
、
ま
る
で
歌
の
よ
う
に
も

聞
こ
え
ま
す
。
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

て
鉦
を
叩
き
、
大
変
に
ぎ
や
か
で

す
。
お
念
仏
が
終
わ
る
と
み
ん
な

で
持
ち
寄
っ
た
お
菓
子
を
食
べ
た

り
、
お
茶
を
飲
ん
だ
り
し
て
過
ご

し
ま
す
。
和
や
か
な
雰
囲
気
に
自

然
と
会
話
も
は
ず
み
ま
す
。
お
念

仏
は
、
地
域
の
人
々
が
ふ
れ
あ
う

こ
と
の
で
き
る
良
い
機
会
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
山
西
５
５
１

　
　
　
　
　
押
切
坂
上
バ
ス
停
よ

り
徒
歩
約
１
分
。

※
薬
師
堂
は
普
段
閉
ま
っ
て
い
ま

す
が
、
お
念
仏
の
日
は
中
に
入

っ
て
お
参
り
が
で
き
ま
す
。

薬師さんの指先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゅ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
い
　
　
　

し
ゅ
く

　

ち
ゃ
　

み
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
く

　

し
　
に
ょ
ら
い
　
ざ
　

ぞ
う
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ね
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ぶ
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ふ
し

　
　
　

か
ね

　
今
回
は
二
宮
町
民
俗
芸
能

保
存
連
絡
協
議
会
を
訪
問
し

ま
し
た
。
こ
の
会
は
二
宮
町

に
古
く
か
ら
伝
わ
る
民
俗
芸

能
を
保
持
し
て
い
る
、
町
内

の
各
保
存
会
が
加
盟
し
、「
民

俗
芸
能
の
つ
ど
い
」
な
ど
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
―
現
在
加
盟
団
体
は
何
団
体
で

す
か
。

　
「
雅
楽
や
獅
子
舞
、
祭
囃
子
な

ど
合
計
17
団
体
が
加
盟
し
て
い
ま

す
。
」

　
―
伝
統
芸
能
を
守
っ
て
い
く
意

義
と
は
な
ん
で
す
か
。

　
「
先
人
た
ち
か
ら
大
切
に
伝
え

ら
れ
て
き
た
民
俗
芸
能
は
、
地
域

の
人
々
の
楽
し
み
や
団
結
力
の
源

で
す
。
地
域
振
興
や
子
ど
も
た
ち

の
情
操
教
育
の
た
め
に
も
、
後
世

に
守
り
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
」

　
「
町
内
に
は
各
地
域
の
お
祭
り

が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
を
は
じ
め
、
地
域
の
み
な
さ
ん

に
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
「
民
俗
芸
能
の
つ
ど
い
」

は
10
月
22
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
各
保
存
会
の
活
動
に
興
味
の
あ

る
方
は
生
涯
学
習
課
ま
で
。

　
　
72
―

６
９
１
２

二人立獅子舞

盆踊り唄

江戸火消し

雅楽

民踊踊り

大山囃子

鎌倉囃子

小田原囃子

中里獅子舞保存会

しほみ盆踊り唄保存会

木遣り保存会

川勾神社雅楽保存会

二宮町

レクリエーション協会

一色囃子保存会

中里祭囃子保存会

越地祭囃子保存会

川匂祭囃子保存会

元町北祭囃子保存会

上町祭囃子保存会

富士見が丘二丁目

祭囃子保存会

釜野太鼓連

志保美囃子保存会

茶屋本陣囃子保存会

中町囃子保存会

梅沢はやし保存会

●加盟団体一覧●

内容（系統） 団　体　名

祭
　
囃
　
子



　　　　地区対抗少年野球・

少女ソフトバレーボール大会

夏休み消費者教室

優　勝

準優勝

３　位

３　位

準優勝

元町南

緑が丘Ａ

富士見1・3

松根連合

百合が丘

連合Ａ

・一色

・元町北

・上町

・百合が丘

　　　連合

優　勝

少年野球　優勝

元町南チーム

少女ソフトバレーボール　優勝

百合が丘連合Ａチーム
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写真提供：簗取正道さん（百合が丘）

平和と友情よ、永遠に平和と友情よ、永遠に


